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89. 7％の調査地点で環境基準を満足。
全体的に良好な水質を維持。

～平成20年 中国地方一級河川の水質現況の公表～
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中国地方整備局は、昭和 年から中国地方一級河川の水質調査を実施しています。36  
平成 年 月～ 月 の管内一級河川 水系 直轄管理区間 における水質現況をと りまとめ20 (1 12 ) 13 ( )  
ましたのでお知らせします。  

～水質調査結果～ 
・ 河川の水質を評価する は ％の地点で環境基準を満足BOD 89. 7 （ 平成 年は ）19 93. 6%  
（ 河川の類型指定が定められている水域での調査地点 地点のう ち 地点で満足） 78 70  
・ 平成 年と比べ、環境基準を満足している地点の割合は減っているが、全体的に横ばい状態で、19
良好な水質を維持（ 近年 ヶ年平均（ 平成 年～平成 年）： ）10 10 19 89. 9%  

・ 中国管内の 平均値による河川水質ランキングの第 位は高津川と斐伊川BOD 1  

～ダイオキシン類に関する実態調査～ 
・ ダイオキシン類調査は 地点で調査を実施。28   
・ ダイオキシン類は全地点において環境基準値を満足。  

～水質事故の状況～ 
・ 約 日に 件の割合で発生（ 水質事故発生総件数は 件）2 1 189  
・ 原因物質別件数で最も多いのは重油、軽油等の「 油の流出」 で、全体の ％83  

～新しい水質指標による調査結果～ 
・ 河川を だけでなく 、わかりやすく 、多様な視点で評価する新しい試みBOD  
・ 地域住民の方々 と協働で平成 年から調査を実施し、ほとんどの地点で良好な結果17  
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１．水質調査結果

（１）河川の水質 

水質の代表的な指標である ％値による環境基準値を満足している地点数は、 地点の   BOD 75 78

うち 地点ありました。平成 年と比べると満足度は減少しておりますが、およそ 割の地点にお70 19 9

いて環境基準値を満足しており、良好な水質を維持していると言えます。 

満足度とは：水質の代表的な指標（河川においては 値、湖沼においては 値）が環境基準を満足しているBOD75% COD75%  

調査地点の割合を示したものです。 

年間を通しての環境基準の満足の判断には、 ％値と環境基準値とを比較し、 ％値が環境基BOD75 BOD75

準値以下ならば満足、超過している場合は不満足として評価します。環境基準は、 ～ の 段階で各地点AA E 6

によって異なります。中国地方では、 ～ が設定されています。AA C  

例） 環境基準 の場合、 値が 以下であれば満足、 より大きければ不満足。  AA BOD75% 1.0mg/ L 1.0mg/ L  

環境基準 の場合、 値が 以下であれば満足、 より大きければ不満足。A BOD75% 2.0mg/ L 2.0mg/ L  

75%値とは： 年間に調査した全ての日データ（ｎ個）を値の小さいものから順に並べ、 ｎ番目のデータ（ が 1 0.75× 0.75× n  

整数でない場合には、端数を切り上げた整数番目の値をとります。）の値をいう。 

例） １ヶ月に 回、 年間に 回の調査をおこなった場合 番目   1 1 12     12 ×  0.75 = 9   

図 ＢＯＤ環境基準値の満足度- 1  

中国地方一級河川において環境基準値を満足している地点は、78 地点のうち 70 地点

表 環境基準値の満足不満足地点の推移- 1 BOD  
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区分 水系名 河川名

吉井川 吉井川

芦田川

高屋川

満足か ら不満足に転じた地点 千代川 千代川

不満足か ら満足に転じた地点

佐貫（ ）、稲常（ ）、源太橋（ ）AA AA AA

該当なし

昨年か ら不満足の地点 山手橋（ ）、小水呑橋A (B)
芦田川

地点名（環境基準）

永安橋（ ）B

川北（ ）、横尾A (B)
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中国地方の湖沼において環境基準を満足している地点は、 21地点のう ち 3地点

中国地方における一級河川の水質状況について、平成 年調査結果と平成 年との比較を示し20 19

たものが表 です。 平均値が低くなった河川は 河川、同じ値となった河川が 河川、高くなった- 2 BOD 6 5

河川が 河川となりました。4 ※（ 各調査地点の の値については、中国地方整備局ＨＰに掲載の「平成 年 中BOD 20  

◆国地方一級河川の水質現況（詳細資料）」 水質調査地点一覧表（河川）を参照）  

（２）湖沼の水質 

湖沼水質の環境基準は、水質の代表的な指標である 値で設定されています。平成 年COD75% 20

に環境基準を満足している地点は、土師ダム地点と温井ダム地点および中海の境水道中央部地点で

す。 ※ ◆（ 各調査地点の 値については、「平成 年中国地方一級河川の水質現況（詳細資料）」 水質調査COD75% 20  

地点一覧表（湖沼）を参照。） 

表 平均値による河川の水質状況-2 BOD  

中国地方の一級河川の水質は、おおよそ横ばい傾向にあります。

表 ％値による湖沼等の水質状況-3 COD75  

H20 H19

斐伊川 中　海
鳥取県
島根県

～ ～ 以下 境水道を含む10 4.5 4.5 2.8 5.7 2.7 5.7 3mg/ L

斐伊川 宍道湖 島根県 ～ ～ 以下 大橋川を含む6 6.1 5.1 4.9 7.1 4.2 5.5 3mg/ L

江の川 土師ﾀﾞﾑ 広島県 以下1 2.9 2.8 - - 3mg/ L

芦田川 八田原ﾀﾞﾑ 広島県 以下1 3.5 3.4 - - 3mg/ L

太田川 温井ダ ム 広島県 以下1 2.8 2.9 - - 3mg/ L

小瀬川 弥栄ﾀﾞﾑ
広島県
山口県

以下1 1.7 1.6 - - 1mg/ L

佐波川 島地川ﾀﾞﾑ 山口県 以下1 5.6 4.3 - - 3mg/ L

調査
地点数

環　 境 
基準値

備考水系名 河川名 県名 H20 H19
値範囲COD75%値COD75%

単位： mg/ L 

単位： mg/ L 

千代川 千代川 鳥取県 ～ ～5 1.0 (1.3) 0.9 (0.9) 0.9 1.2 0.7 1.2

天神川 天神川 鳥取県 ～ ～4 0.7 (0.8) 0.7 (0.9) 0.6 0.8 0.6 0.9

天神川 小鴨川 鳥取県 ～ ～3 0.8 (0.8) 1.1 (1.0) 0.7 0.9 0.9 1.4

日野川 日野川 鳥取県 ～ ～4 0.8 (0.9) 0.8 (0.9) 0.7 0.9 0.7 0.9

日野川 法勝寺川 鳥取県 ～2 1.0 (1.1) 1.1 (1.1) - 1.0 1.1

斐伊川 斐伊川 島根県 ～2 0.6 (0.6) 0.7 (0.7) 0.5 0.6 -

江の川 江の川 島根県・広島県 ～ ～9 0.7 (0.7) 0.7 (0.7) 0.5 0.9 0.5 0.8

高津川 高津川 島根県 ～4 0.6 (0.6) 0.5 (0.5) 0.5 0.6 -

吉井川 吉井川 岡山県 ～ ～5 1.7 (1.9) 1.9 (2.4) 1.2 3.2 0.9 4.0

旭川 旭川 岡山県 ～ ～4 1.3 (1.7) 0.9 (1.0) 1.1 1.6 0.7 1.2

高梁川 高梁川 岡山県 ～ ～4 1.2 (1.4) 1.0 (1.2) 0.9 1.9 0.8 1.4

芦田川 芦田川 広島県 ～ ～7 2.1 (2.5) 2.1 (2.5) 1.1 5.4 1.0 5.8

太田川 太田川 広島県 ～ ～8 0.7 (0.8) 0.9 (1.1) 0.5 1.1 0.5 1.8

小瀬川 小瀬川 広島県・山口県 ～ ～3 1.1 (1.1) 1.1 (1.2) 0.8 1.3 0.8 1.6

佐波川 佐波川 山口県 3 0.7 (0.7) 0.9 (1.0) - -

※ （　　）書きの 値は、ＢＯＤ７５％値を示す。

調査
地点数

水系名 河川名 県名
H20 H19

平均値範囲BOD

H20

平均値BOD

H19
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（３）河川の水質ランキング 

高津川については、惜しくも 年連続で全国一の水質となることはできませんでしたが、中国地方にお3

ける一級河川では 年連続第 位の水質を維持しています。3 1  

◆ 水質ランキング 

各河川の 平均値により順位を決定する。BOD  

◆ 各河川の 平均値BOD  

各河川において調査した各地点の 平均値を平均した値。    BOD  

◆ 平均値が同じ場合BOD  

平均値が同じ場合、 ％値が小さい方を上位とする。    BOD BOD75  

平均値、 ％値とも同じ場合は同位とする。    BOD BOD75  

◆ 水質ランキングの対象河川（全国 河川）166  

一級河川本川：直轄管理区間に調査地点    ※（ ）が 以上ある河川。2  

一級河川支川：直轄管理区間延長が概ね 以上、かつ直轄管理区間に調査地点10km ※（ ）が 以上ある河川。2  

※（ ）湖沼類型指定、海域類型指定の調査地点は含まない。              

ダム貯水池は原則として調査地点に含まない。 

中国地方における最もきれいな河川は、高津川と斐伊川。

表-4 中国地方一級河川の 平均値による水質ランキングBOD

H20 H19 H20 H19 H20 H19 H20 H19

1 1 11 1 高津川 高津川 島根 0.6 0 .5 0 .6 0 .5

1 2 11 20 斐伊川 斐伊川 島根 0.6 0 .7 0 .6 0 .7

3 2 22 20 江の川 江の川 島根・ 広島 0.7 0 .7 0 .7 0 .7

3 7 22 63 佐波川 佐波川 山口 0.7 0 .9 0 .7 1 .0

5 4 35 41 天神川 天神川 鳥取 0.7 0 .7 0 .8 0 .9

5 9 35 71 太田川 太田川 広島 0.7 0 .9 0 .8 1 .1

7 11 47 98 天神川 小鴨川 鳥取 0.8 1 .1 0 .8 1 .0

8 5 53 51 日野川 日野川 鳥取 0.8 0 .8 0 .9 0 .9

9 12 84 99 日野川 法勝寺川 鳥取 1.0 1 .1 1 .1 1 .1

10 6 102 60 千代川 千代川 鳥取 1.0 0 .9 1 .3 0 .9

11 13 104 100 小瀬川 小瀬川 広島・ 山口 1.1 1 .1 1 .1 1 .2

12 10 123 89 高梁川 高梁川 岡山 1.2 1 .0 1 .4 1 .2

13 7 135 63 旭川 旭川 岡山 1.3 0 .9 1 .7 1 .0

14 14 151 155 吉井川 吉井川 岡山 1.7 1 .9 1 .9 2 .4

15 15 158 157 芦田川 芦田川 広島 2.1 2 .1 2 .5 2 .5

順位
BOD平均値
（ mg/L）

BOD75% 平均値
（ mg/L）

全国順位
(166河川)

水系名 河川名
調査地点
の県名
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（４）その他  

中国地方整備局では、中国地方一級河川の 地点で人の健康の保護に関する項目（全 項110 26

目）について実施しました。 

調査の結果、島地川ダム貯水池内の湖底部で、平成 年に引き続きヒ素が環境基準値を超える19

値が検出されました。しかし、ダム上流には、人為的汚濁原因となる工場等はないため、ダム貯水池内

の地殻からの溶出（自然由来）が原因と考えられます。 

ダムから放流される水については、表面取水により行っていること、下流の河川では環境基準値を超

える測定値になっていないことから、利水への影響はないと考えられますが、今後も継続して監視を行い

ます。また、学識経験者と河川管理者等で「島地川ダム水質改善検討委員会」を設置し、対策につい

て検討を行っています。 

２．ダイオキシン類に関する実態調査

水質調査及び底質調査のいずれに関しても環境基準値 ※ １を上回った地点はなく、また、今後重点

的に監視を行う必要のある判断基準である要監視濃度※ ２を上回る地点もありませんでした。調査開

始の平成 年から 年連続で水質・底質とも全調査地点において環境基準及び要監視濃度を11 10

満足しています。 なお、内分泌かく乱物質として疑いのある物質ついても、水質と底質の調査を実施 

しました。 

※ 環境基準値：（水質 、底質 ）1 1.0pg- TEQ/ L 150pg- TEQ/ g  

※ 要監視濃度：（水質 、底質 ）2 0.5pg- TEQ/ L  75pg- TEQ/ g  

※（ 各調査地点のダイオキシン調査結果及び各調査地点の内分泌かく乱物質調査結果については、「平成 年中20

◆ ◆国地方一級河川の水質現況（詳細資料）」 ダイオキシン類に関する実態調査、 内分泌かく乱物質に関する実態 

調査を参照。） 

島地川ダム湖底部（ 佐波川） でヒ素（ 健康項目） が超過

全調査地点において環境基準値及び要監視濃度を満足
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３．水質事故の状況

平成 年に中国地方一級河川において発生した水質事故は、 件（自然現象含む）で約20 189 2

日に１件の割合で発生しています。平成 年と比較すると 件増加しており、依然として多くの水質19 65

事故が報告されています。 

水質事故の原因物質で 番多かったものは油類であり、全体の ％と高い割合を占めています。1 83

また、水質事故の発生原因としては、原因不明が最も多く ％、次いで交通事故が 、工場等で30 23%

の操作ミス と続いています。平成 年に発生した水質事故のうち、取水停止が伴った事故は15% 20 4

件発生しましたが、長期にわたる取水停止等の地域に多大な影響があった事故はありませんでした。 

中国地方の一級水系では、河川管理者と関係機関で構成する「水質汚濁防止連絡協議会」が

全ての水系に設置されており、水質事故発生時には、速やかに情報の通報・連絡・収集を行うととも

に、関係機関と連携しオイルフェンスを設置するなど被害の拡大防止に努めています。 

交通事故
23%不法投棄

3%

その他
16%

自然現象
3%原因不明

30%
機械の故障

10%

工場等での操作ミ
ス

15%

図 原因物質別件数割合 図 原因別発生件数割合-3 (%) -4 (%) 

その他
6%

自然現象
2%

油・化学物質以外の
流出

6%

化学物質の流出
3%

油類の流出
83%

平成 20 年に中国地方で発生した水質事故は、189 件。 およそ 2 日に 1 件の割合。

図 水質事故発生件数の推移-2  
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４．新しい水質指標による調査結果

（１）調査概要 

近年の下水道整備、各地域における清掃活動により水質が改善されています。その中で、人々が川 

とふれあう機会が増え、河川環境に対する関心が高まってきており、多様な視点で河川が捉えられるよう

になってきています。 

そこで、国土交通省では、河川を だけでなく多様な視点で評価するための指標について検討し BOD

「今後の河川水質管理の指標について（案）」を平成 年 月にとりまとめました。今後の河川水質管17 3

理の指標（以下、「新しい水質指標」という）による調査は、平成 年から試験的に実施しており、今回17

が 年目の調査です。4  

新しい水質指標による調査は以下の４つ視点からなっています。 

① 人と河川の豊かなふれあいの確保 

② 豊かな生態系の確保 

③ 利用しやすい水質の確保 

④ 下流域や滞留域への影響の少ない水質の確保 

① ②そのうち、 人と河川の豊かなふれあいの確保、 豊かな生態系の確保については、住民と河川管

理者が協働で調査することとなっています。 

評価項目と 評価レベル

ゴミ の量
透視度
(cm)

川底の感触 水のにおい
糞便性

大腸菌群数
(個/ 100mL)

Ａ
顔を川の水に
つけやすい

川の中や水際に
ゴミ は見あたらない
または、 ゴミ はある
が全く 気にならない

100以上 不快感がない 100以下

Ｂ
川の中に入っ て
遊びやすい

川の中や水際に
ゴミ は目につく が、

我慢できる
70以上

と ころどころヌ
ルヌルしている
が、不快でない

1000以下

Ｃ
川の中には入れない
が、川に近づく こ と が
できる

川の中や水際に
ゴミ があっ て
不快である

30以上

水に鼻を近づけ
て不快な臭いを

感じる
風下の水際に
立つと 不快な
臭いを感じる

Ｄ
川の水に魅力がなく 、
川に近づきにく い

川の中や水際に
ゴミ があっ て

と ても不快である
30未満

風下の水際に
立つと 、 と ても
不快な臭いを

感じる

ヌルヌルしてお
り 不快である

1000を超えるも
の

ランク 説明 ランクのイメージ

不快でない

①表 人と河川の豊かなふれあいの確保（ 赤枠内は住民と協働調査）-5  

新しい水質指標による調査を直轄管理区間で実施
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※ 「下流域や滞留域への影響の少ない水質の確保」については、評価項目が設定されていないため、  

記載していない。 

（２）調査結果 

表 に各水系の代表地点における調査結果概要を示します。（評価方法については詳細説明資- 8

料を参照して下さい。）どちらの視点についてもほとんどの地点で評価ランクＢ以上と良好な結果となりま

した。 

新しい水質指標による調査はまだ開始したばかりですが、今後調査を重ねることでデータを蓄積し、固 

有の顔を持った河川それぞれについて多様な視点で総合的に評価することで、河川に対する地域住民

の方々の関心と理解を高め、ともに河川環境の改善に取り組んでいければと考えています。 

ＤＯ(mg/ L) ＮＨ４－Ｎ (mg/ L)

Ａ
生物の生息・ 生
育・ 繁殖環境と
して非常に良好

7以上 0. 2以下

Ｂ
生物の生息・ 生
育・ 繁殖環境と
して良好

5以上 0. 5以下

Ｃ

生物の生息・ 生
育・ 繁殖環境と
して良好と は言
えない

3以上 2. 0以下

Ｄ
生物が生息・ 生
育・ 繁殖しにく
い

3未満 2. 0を超えるもの

ランク 説明
評価項目と 評価レベル

水生生物の生息

�． きれいな水
・ カワゲラ
・ ナガレトビケラ等

�．少しきたない水
・ コガタシマトビケラ
・ オオシマトビケラ等

� .きたない水
・ ミ ズムシ
・ ミ ズカマキリ 等

�．大変きたない水
・ セスジユスリ カ
・ チョ ウバエ等

②表 豊かな生態系の確保（ 赤枠内は住民と協働調査）-6  

安全性 維持管理性

トリ ハロメ タ ン
生成能
(μ g/ L)

２－ＭＩ Ｂ
( ng/ L)

ジオスミ ン
( ng/ L)

ＮＨ４－Ｎ

(mg/ L)

Ａ より 利用しやすい 5以下 10以下 0. 1以下

Ｂ 利用しやすい 20以下 20以下 0. 3以下

Ｃ
利用するためには高度な処

理が必要
100を超えるもの 20を超えるもの 20を超えるもの 0. 3を超えるもの

ランク 説明

100以下

評価項目と 評価レベル

快適性

③表 利用しやすい水質の確保-7  
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○  人と河川の豊かなふれあいの確保

○  豊かな生態系の確保

○  利用しやすい水質の確保

※ 「下流域や滞留域への影響の少ない水質の確保」については、評価項目が設定されていないため、  

記載していない。 

表 新しい水質指標による評価（ 赤枠は住民協働項目）8  

水系名 河川名 調査地点名 ゴミ の量 透視度
川底の感

触
水のにお

い
糞便性大
腸菌群数

地点評価

千代川 千代川 袋河原 A A A A B B

天神川 天神川 河北水辺の楽校 －B C A C C

日野川 日野川 伯耆橋 －A A A A A

斐伊川 斐伊川 里熊大橋 B A B A A B

高津川 高津川 神田 A A A A A A

江の川 江の川 尾関山 B A B A A B

江の川 江の川 川戸 A A B A A B

吉井川 吉井川 熊山橋 B B A A A B

旭川 旭川 三野 B B B A B B

高梁川 高梁川 川辺橋 B B B A A B

芦田川 芦田川 上戸手 －A A C B C

太田川 太田川 矢口川上流 A C B A B C

小瀬川 小瀬川 両国橋 A A A A A A

佐波川 佐波川 漆尾 A A A A B B

水系名 河川名 調査地点名
ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ
生成能

ｼ゙ ｵｽﾐﾝ 地点評価2-MI B NH4-N

千代川 千代川 源太橋 A A A A A

天神川 天神川 大原 A A A A A

日野川 日野川 八幡 A A A A A

斐伊川 斐伊川 大津 A A A A A

江の川 江の川 川戸 A A A A A

吉井川 吉井川 熊山橋 A A A A A

旭川 旭川 乙井手堰 A A A A A

高梁川 高梁川 川辺橋 A B A A B

芦田川 芦田川 上戸手 A A A A A

太田川 太田川 矢口川上流 A A A A A

小瀬川 小瀬川 両国橋 A A A A A

水系名 河川名 調査地点名 DO NH4-N 水生生物
の生息

地点評価

千代川 千代川 袋河原 A A A A

天神川 天神川 河北水辺の楽校 －A A A

日野川 日野川 伯耆橋 －A A A

斐伊川 斐伊川 里熊大橋 A A A A

高津川 高津川 神田 －A B B

江の川 江の川 尾関山 A A B B

江の川 江の川 川戸 A A B B

吉井川 吉井川 熊山橋 A A B B

旭川 旭川 三野 B A B B

高梁川 高梁川 川辺橋 A A B B

芦田川 芦田川 上戸手 B A B B

太田川 太田川 矢口川上流 A A B B

小瀬川 小瀬川 両国橋 A A A A

佐波川 佐波川 漆尾 A A A A
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◆ 水質調査地点一覧表（河川）

水　域　類　型　指　定 地点 感潮

水系名 河川名 指定年月日 機関 指定区間 類型 水質調査地点名 区分 区間No. 調査地点地先名 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年20 19 20 19

千代川 千代川 県 有富川との合流点より上流 ＡＡ 佐　貫46. 9.14 1 鳥取県鳥取市河原町佐貫 0.9 0.8 1.2 0.9

ＡＡ 稲　常2 ◎ 鳥取県鳥取市河原町稲常 0.9 0.7 1.3 0.7

ＡＡ 源太橋3 ◎ 鳥取県鳥取市源太 0.9 0.8 1.1 1.0

有富川との合流点より下流 Ａ 行　徳4 ◎ 鳥取県鳥取市行徳 1.0 1.2 1.4 0.9

Ａ 賀　露5 ◎ ○ 鳥取県鳥取市賀露 1.2 0.8 1.4 1.0

袋　川 未指定 － 宮ノ下6 鳥取県鳥取市国府町宮ノ下 1.0 0.7 1.2 1.0

新袋川 未指定 － 美保橋7 鳥取県鳥取市美保 1.1 0.9 1.2 1.2

袋川 未指定 － 浜　坂8 ○ 鳥取県鳥取市浜坂 2.0 2.5 2.4 2.7

天神川 天神川 県 小鴨川との合流点より上流 ＡＡ 今　泉46. 9.14 9 鳥取県東伯郡三朝町今泉 0.8 0.6 1.0 0.7

ＡＡ 大　原10 ◎ 鳥取県倉吉市大原 0.7 0.7 0.8 0.9

小鴨川との合流点より下流 Ａ 小　田11 ◎ 鳥取県倉吉市小田 0.6 0.7 0.7 0.8

Ａ 田　後12 ◎ 鳥取県東伯郡湯梨浜町田後 0.7 0.9 0.7 1.0

小鴨川 未指定 － 関　金13 鳥取県倉吉市鴨河内生竹 0.8 1.4 0.8 1.2

－ 河原町14 鳥取県倉吉市河原町 0.7 1.0 0.6 0.8

－ 巖　城15 鳥取県倉吉市巌城 0.9 0.9 1.0 1.1

国府川 未指定 － 福　光16 鳥取県倉吉市大福光 0.7 1.1 0.8 1.4

日野川 日野川 県 旧日野橋より上流46. 9.14 ＡＡ 溝　口17 ◎ 鳥取県日野郡伯耆町溝口 0.8 0.8 0.9 0.9

ＡＡ 八　幡18 ◎ 鳥取県米子市東八幡 0.7 0.7 0.8 0.8

旧日野橋より下流 Ａ 車　尾19 ◎ 鳥取県米子市車尾 0.9 0.9 1.0 1.0

Ａ 皆　生20 ◎ ○ 鳥取県米子市皆生町新田 0.9 0.9 1.0 1.0

法勝寺川 未指定 － 法勝寺21 鳥取県西伯郡南部町法勝寺 1.0 1.1 1.0 1.2

－ 福　市22 鳥取県米子市兼久 1.0 1.0 1.1 1.0

印賀川 未指定 － 菅沢ダ ム 表層23  ( ) 鳥取県日野郡日南町菅沢 1.7 1.2 2.5 1.3

斐伊川 斐伊川 県 斐伊川本川48. 6.29 ＡＡ 里　熊 里熊大橋24 ( ) ◎ 島根県雲南市木次町八木杉 0.6 0.7 0.6 0.7

ＡＡ 大　津 神立橋25 ( ) ◎ 島根県出雲市大津町 0.5 0.7 0.5 0.6

江の川 江の川 国 全　域48. 3.31 Ａ 吉　田26 広島県安芸高田市吉田町内堀 0.8 0.7 0.7 0.7

　　上流 Ａ 粟　屋27 広島県三次市粟屋町 0.8 0.8 0.7 0.8

Ａ 尾関山28 広島県三次市三次町五日市 0.8 0.8 0.8 0.9

Ａ 三国橋29 ◎ 島根県邑智郡邑南町下口羽 0.9 0.7 0.8 0.9

馬洗川 県 全　域51. 4.13 Ａ 南畑敷30 ◎ 広島県三次市南畑敷町 1.1 1.1 1.2 1.3

西城川 県 全　域51. 4.13 Ａ 三　次31 ◎ 広島県三次市三次町太才 0.7 0.7 0.7 0.7

神野瀬川 県 全　域51. 4.13 Ａ 神野瀬川32 ◎ 広島県三次市日下町 0.7 0.7 0.6 0.7

平均値 値BOD (mg/ l) BOD75% (mg/ l)



◆ 水質調査地点一覧表（河川）

水　域　類　型　指　定 地点 感潮

水系名 河川名 指定年月日 機関 指定区間 類型 水質調査地点名 区分 区間No. 調査地点地先名 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年20 19 20 19

平均値 値BOD (mg/ l) BOD75% (mg/ l)

江の川 江の川 国 全　域48. 3.31 Ａ 都　賀33 島根県邑智郡美郷町都賀 0.6 0.6 0.6 0.7

　　下流 Ａ 川本大橋34 ◎ 島根県邑智郡川本町川本 0.6 0.6 0.6 0.6

Ａ 桜江大橋35 ◎ 島根県江津市桜江町 0.5 0.6 0.6 0.6

Ａ 川　平36 ◎ 島根県江津市川平町 0.6 0.6 0.6 0.6

Ａ 江川橋37 ◎ ○ 島根県江津市本町 0.6 0.5 0.7 <0.5

高津川 高津川 県 飯田吊橋より上流49. 4.12 ＡＡ 神田橋38 島根県益田市神田 0.5 0.5 0.5 0.6

ＡＡ 金地橋39 ◎ 島根県益田市虫追 0.5 0.5 0.5 <0.5

飯田吊橋より下流 Ａ 高　角40 島根県益田市高津町 0.6 0.5 0.6 0.5

Ａ 高津大橋41 ◎ ○ 島根県益田市高津町 0.6 0.5 0.7 0.5

吉井川 吉井川 国 嵯峨堰より上流46. 5.25 Ａ 苫田ダ ム42 岡山県苫田郡鏡野町久田下原 0.6 1.4 0.7 1.5

嵯峨堰より下流 Ｂ 熊山橋43 ◎ 岡山県赤磐市河原田 1.2 1.3 1.3 1.4

Ｂ 弓削橋44 岡山県赤磐郡瀬戸町二日市 1.3 1.0 1.3 1.2

Ｂ 備前大橋45 岡山県岡山市吉井 1.3 1.7 1.4 2.0

Ｂ 鴨越堰46 岡山県岡山市久保 1.7 1.7 1.9 2.3

Ｂ 永安橋47 ○ 岡山県岡山市西大寺南 丁目2 3.2 4.0 3.7 5.1

金剛川 県 全　域48. 4.17 Ａ 宮　橋48 ◎ 岡山県和気郡和気町尺所 0.9 0.9 1.1 1.1

旭　川 旭　川 国 湯原ダ ムから乙井手堰まで Ａ 合同堰46. 5.25 49 岡山県岡山市玉柏 1.1 0.7 1.3 0.8

Ａ 乙井手堰50 ◎ 岡山県岡山市三野 丁目2 1.1 0.8 1.4 0.9

乙井手堰より下流 Ｂ 相生橋51 ○ 岡山県岡山市内山下 丁目2 1.6 1.2 2.3 1.5

Ｂ 桜　橋52 ◎ ○ 岡山県岡山市船頭町 1.4 0.8 1.9 0.8

百間川 国 全　域46. 5.25 Ｃ 清内橋53 ◎ 岡山県岡山市沖元 3.2 3.4 3.9 4.6

高梁川 高梁川 国 成羽川合流点から湛井堰まで Ａ 湛井堰45. 9. 1 54 ◎ 岡山県総社市井尻野 0.9 0.8 1.0 0.9

湛井堰より下流 Ｂ 川辺橋55 岡山県倉敷市真備町川辺 0.9 0.8 1.2 0.8

Ｂ 笠井堰56 岡山県倉敷市酒津 0.9 0.9 1.1 1.0

Ｂ 霞　橋57 ◎ 岡山県倉敷市玉島上成 1.9 1.4 2.4 1.9

小田川 県 淀平堰より下流49. 5.10 Ｂ 福松橋58 ◎ 岡山県倉敷市真備町箭田 1.1 1.5 1.3 1.9

芦田川 芦田川 県 府中大橋より上流48. 2.27 Ａ 久佐59 広島県府中市久佐町 1.2 1.1 1.7 1.3

Ａ 大渡橋60 広島県府中市篠根町定国 1.1 1.0 1.2 1.3

Ａ 府中大橋61 ◎ 広島県府中市土生町 1.3 1.3 1.7 1.5

府中大橋から高屋川合流点まで Ａ 上戸手62 ◎ 広島県福山市新市町戸手 1.3 1.5 1.7 1.8

Ａ 中津原63 ◎ 広島県福山市御幸町中津原 1.2 1.3 1.7 1.7

高屋川合流点から瀬戸川合流点まで Ａ 山手橋64 ◎ 広島県福山市南本庄町 2.9 3.0 3.3 3.5

瀬戸川合流点より下流 Ｂ 小水呑橋65 ◎ 広島県福山市千代田町 5.4 5.8 5.9 6.6



◆ 水質調査地点一覧表（河川）

水　域　類 型 指 定 地点 感潮

水系名 河川名 指定年月日 機関 指定区間 類型 No 水. 質調査地点名 区分 区間 調査地点地先名 平成20年 平成19年 平成20年 平成19年

BOD平均値(mg/ l) BOD75 値% (mg/ l)

芦田川 砂　川 未指定 － 中　須66 広島県府中市中須町 4.1 4.9 4.7 4.7

高屋川 県 岡山県境から 福塩線橋梁まで Ａ 川　北48. 2.27 JR 67 ◎ 広島県深安郡神辺町川北 4.3 4.9 4.9 5.7

福塩線橋梁から芦田川合流点まで Ｂ 横　尾JR 68 ◎ 広島県福山市横尾町 4.1 4.4 4.4 4.6

太田川 太田川 県 明神橋から行森川合流点まで Ａ 柴木川下流50. 6.13 69 ◎ 広島県山県郡安芸太田町小原 0.5 0.5 0.5 <0.5

Ａ 加　計70 ◎ 広島県山県郡安芸太田町加計 0.6 0.7 0.6 0.8

Ａ 高山川下流71 ◎ 広島県広島市安佐北区安佐町久地 0.5 0.6 0.5 0.7

Ａ 壬辰橋72 ◎ 広島県広島市安佐北区安佐町飯室 0.7 0.7 0.7 0.8

国 行森川合流点から祇園水門まで Ａ 太田川橋45. 9. 1 73 広島県広島市安佐南区八木 丁目8 0.6 0.7 0.6 1.0

Ａ 玖　村74 広島県広島市安佐北区落合 丁目2 0.7 0.7 0.8 0.8

Ａ 矢口川上流75 広島県広島市安佐北区口田 丁目1 1.1 1.2 1.7 1.4

祇園水門より下流 Ｂ 旭　橋76 ◎ ○ 広島県広島市西区南観音町 丁目4 1.1 1.8 1.1 2.5

滝山川 県 全　域50. 6.13 Ａ 滝山川河口77 ◎ 広島県山県郡安芸太田町加計 0.6 0.8 0.7 0.9

根谷川 県 代田一合橋より下流50. 6.13 Ｂ 根の谷橋78 ◎ 広島県広島市安佐北区深川 丁目2 1.0 0.8 1.2 0.8

三篠川 県 全　域50. 6.13 Ａ 深川橋79 ◎ 広島県広島市安佐北区深川 丁目1 0.8 0.8 0.9 0.8

古川 県 安川合流点より下流50. 6.13 Ｂ 東　原80 ◎ 広島県広島市安佐南区東原 丁目1 1.0 1.4 1.1 1.2

天満川 国 全　域45. 9. 1 Ａ 昭和大橋81 ◎ ○ 広島県広島市中区舟入南 丁目2 1.4 1.3 1.2 1.5

旧太田川 国 全　域45. 9. 1 Ａ 舟入橋82 ◎ ○ 広島県広島市中区吉島 1.3 0.9 1.4 1.0

元安川 国 全　域45. 9. 1 Ａ 南大橋83 ◎ ○ 広島県広島市中区大手町 丁目5 1.2 0.9 1.2 1.0

小瀬川 小瀬川 国 前淵橋より上流48. 3.31 ＡＡ 小川津84 ◎ 山口県岩国市小瀬小川津 0.8 0.8 0.8 0.9

前淵橋から中市井堰まで Ａ 両国橋85 ◎ 広島県大竹市木野町 1.2 1.0 1.3 1.0

中市井堰より下流 Ｂ 大和橋86 ◎ ○ 広島県大竹市本町 1.3 1.6 1.3 1.7

佐波川 佐波川 県 佐野堰より上流47. 6.15 Ａ 漆　尾87 ◎ 山口県山口市徳地町伊賀地 0.7 0.9 0.6 1.0

Ａ 新　橋88 ◎ 山口県防府市新橋町新橋 地先1010 0.7 0.9 0.6 1.0

佐野堰より下流 Ｂ 佐波川大橋89 ◎ ○ 山口県防府市植松 0.7 0.9 0.8 1.0

凡例　 水域類型指定・類型 河川 　 以下AA BOD 1.0ppm 　　　　　地点区分 ◎ ・・ 環境基準地点

　　Ａ　    2.0

　　Ｂ      3.0

　　Ｃ 　      5.0

　　Ｄ       8.0

　　Ｅ     10.0



◆ 水質調査地点一覧表 湖沼( )
水　域　類　型　指　定 地点 感潮

水系名 河川名 指定年月日 機関 指定区間 類型 水質調査地点名 区分 区間No. 調　査　地　点　地　先　名 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年20 19 20 19

斐伊川 宍道湖 県 宍道湖 大橋川含む 湖沼Ａ 宍道湖 　48. 6.29 ( ) 90  No.1 (S- 1) ◎ ○ 島根県松江市嫁島町 6.5 5.2 7.1 5.5

湖沼Ａ 宍道湖 　91  No.2 (S- 2) ◎ ○ 島根県松江市岡本町 6.2 5.0 6.2 5.3

湖沼Ａ 宍道湖 　92  No.3 (S- 3) ◎ ○ 島根県松江市岡本町 6.0 4.9 6.3 5.2

湖沼Ａ 宍道湖 　93  No.4 (S- 4) ◎ ○ 島根県松江市玉湯町 6.0 5.2 6.3 5.3

湖沼Ａ 宍道湖 　94  No.5 (S- 6) ○ 島根県出雲市 5.7 5.0 6.0 5.3

大橋川 〃 〃 〃 湖沼Ａ 矢　田　　　95  (S- 5) ◎ ○ 島根県松江市矢田町 4.9 4.2 4.9 4.2

中　海 県 中海及び境水道47.10.31 湖沼Ａ 大橋川河口　96  (N- 1) ◎ ○ 島根県松江市八幡町 5.1 4.4 5.4 4.3

湖沼Ａ 意東鼻沖　　97  (N- 2) ◎ ○ 島根県八束郡東出雲町 5.0 4.4 5.0 4.8

湖沼Ａ 羽入川河口　98  (N- 5) ◎ ○ 島根県八束郡東出雲町羽入地先 5.0 4.5 4.9 4.9

湖沼Ａ 中海湖心　　99  (N- 6) ◎ ○ 島根県松江市八束町地先 4.2 4.0 4.5 4.4

湖沼Ａ 飯梨川河口　100  (N- 3) ◎ ○ 島根県安来市東赤江町 4.4 4.2 4.4 4.8

湖沼Ａ 安来港　　　101  (N- 4) ◎ ○ 島根県安来市安来町 4.6 5.3 4.7 4.8

湖沼Ａ 米子湾中央部102 ◎ ○ 鳥取県米子市灘町 5.1 5.3 5.7 5.7

湖沼Ａ 葭　津103 ◎ ○ 鳥取県米子市葭津町 3.8 3.9 3.9 4.7

湖沼Ａ 渡　町104 ○ 鳥取県境港市渡町 3.0 2.9 3.2 3.4

湖沼Ａ 境水道中央部105 ◎ ○ 鳥取県境港市昭和町 2.6 2.5 2.8 2.7

江の川 江の川 国 全　域48. 3.31 湖沼Ａ 土師ダ ム106 広島県安芸高田市八千代町 2.7 2.5 2.9 2.8

芦田川 芦田川 県 府中大橋より上流48. 2.27 湖沼Ａ 八田原ダ ム107 広島県世羅郡世羅町大字小谷 3.3 3.1 3.5 3.4

太田川 滝山川 県 全　域50. 6.13 湖沼Ａ 温井ダ ム108 広島県山県郡安芸太田町加計 2.3 2.6 2.8 2.9

小瀬川 小瀬川 国 前淵橋より上流48. 3.31 湖沼ＡＡ 弥栄ダ ム109 広島県大竹市小方町小方 1.6 1.5 1.7 1.6

佐波川 島地川 県 高瀬湖63. 4. 5 湖沼Ａ 島地川ダ ム110 ◎ 山口県周南市大字高瀬字青ヶ平291-5 5.1 3.9 5.6 4.3

凡例　 水域類型指定・類型 湖沼 　 以下AA COD 1.0ppm 　　　　　地点区分 ◎ ・・ 環境基準地点

　　Ａ　　　3.0
　　Ｂ　　　5.0
　　Ｃ　　　8.0

平均値 値COD (mg/ l) C OD75% (mg/ l)



天
神
川

鳥取県

67
68

59
60

61
62

63
64 65

49
50

51

52

44

41

40
39

38

33

37

32
31

30

29

28

27

日
野
川

17

18
19

20

22
21

10
11

12

13 9
14

16

15

江
の
川

高
津
川

吉
井
川

旭
川

高
梁
川

芦
田
川

太
田
川

小
瀬
川

佐
波
川

山口県

広島県

島根県

岡山県

斐
伊
川

千
代
川

中海宍道湖

A
A

A

A
B

B

B

B

B
C

B

B

AA

AA

AA

AA

AAAA

A
A

未

未

未未

未
未

AA

AA

A A
未

B

1

2

3
4

5

6
7

8

25

24

23

35
34

26

36

89
88

87

84

85 86

旧
太
田
川

太
田
川

天
満
川 元

安
川

76

81

82

83

73

74
75

77

7869
70

71
72

7980

43

45

46

47

48

57

54

55

56

58

図 　中国地方管内の水質調査地点- 1

A
42

B

B

未

A

A

B
B

A

A
未

未

AA

未

A

B
A

A

A A

A

A

A
A

A
A

B

B
A

B

A
A

A

A
A

AA

AA A

A
A

A

A
A

A

A

A

A

A
A

B
AA

A

B
A

A

90

91

9394

中海

宍道湖 大橋川

A

A

A

A
A A

A

92
95

96
97

98

99
100

101

102

103

104

105

AA

A

A AA

A
A

A

A

AA

A A

A

106

107

108

109

110

色 ランク（ ） ランク（ ） 類型 河川（ ） 湖沼（ ）BOD COD BOD COD

以下 以下 以下 以下1.0 (mg/ L) 1.0 (mg/ L) AA 1mg/ L 1mg/ L 

～ ～ 以下 以下1.1 2.0 1.1 3.0 A 2mg/ L 3mg/ L 

～ ～ 以下 以下2.1 3.0 3.1 5.0 B 3mg/ L 5mg/ L 

～ ～ 以下 以下3.1 5.0 5.1 8.0 C 5mg/ L 8mg/ L 

～ 以上 以下5.1 8.0 8.1 D 8mg/ L 

～8.1 10.0 以下E 10mg/ L 

以上10.1

１． は河川水質（ 値）、 は湖沼水質（ ）○ BOD75% □ COD75%

２． 、 内の 記号は、環境基準の 類型である。○ □

３．○ 、□ は環境基準を満足していない地点である。

４．数字は 「参考資料 　水質調査地点一覧表」に示す調査地点である1

環 境 基 準   
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◆ ダイオキシン類に関する実態調査

（ １） 調査概要 
国土交通省では、平成 年度から「 ダイオキシン類対策特別措置法」 で定義されてい11

るダイオキシン類について、全国一級水系で継続的に調査を実施しています。  
ダイオキシン類については、平成 年度に、それまでの調査を基に、監視地点、監視15

頻度、精度管理等の考え方を取りまとめた「 河川、湖沼等における底質ダイオキシン類

対策マニュアル」（ 案）（ 平成 年 月改訂） を作成し、調査を実施しており ましたが、17 3
「 底質のダイオキシン類対策技術資料集」（ 平成 年 月）、「 底質ダイオキシン類対策19 3
の基本的考え方」（ 平成 年 月） がまとめられたこと等、新たな知見を踏まえ、平成19 3

年 月に改訂されました。以降はこのマニュアル（ 平成 年 月改訂） に基づき調20 4 20 4
査を実施しています。  

（ ２） 対象物質 
マニュアルに基づき、ポリ クロロジベンゾ－パラ－ジオキシン（ PCDDＳ）、ポリ クロロ

ジベンゾフラン（ PCDFＳ） 及びダイオキシン様 （ ） の 種類の化合物群（ 複数PCB DL-PCB 3
の同族体や異性体が存在） について調査を実施しました。これらの化合物群は、環境中

の存在量は微量ですが、毒性が強く 、焼却、農薬等の製造、パルプの塩素漂白などで非

意図的に生成し、残留性が高い物質です。また、平成 年からは、ベンゾ（ ） ピレン20 a
も調査対象物質として調査を実施します。  
ダイオキシン類は、異性体ごとに毒性が異なるため、世界保健機関（ ） によっ て提WHO

案された 毒性等価係数 を用い、各化合物の濃度を 毒性等量 で示したものを合TEF( ) TEQ( )
計して、毒性を評価します。また、複数回測定した地点においては、各回の 合計値TEQ
を平均して、毒性を評価します。  

（ ３） 調査地点及び調査頻度 
基準監視地点については、一級水系における順流最下流の環境基準点（ 順流最下流に

環境基準点がない場合は最下流の環境基準点） に加えて、国土交通省が直轄管理してい

る湖沼の代表地点などを選定しています。補助監視地点については、基準監視地点を補

完するため、ダイオキシン類濃度が比較的高濃度となる可能性がある地点を選定します。 
※また、基準監視地点又は補助監視地点において、過去に要監視濃度（ ） を上回った

地点を重点監視状態にある地点（ 以下、重点監視地点という 。） と します。なお、重点監

視地点において、 回連続して要監視濃度を下回る値を観測した場合は、一般の監視地8
点に戻します。  
監視頻度については、基準監視地点（ 一般） は毎年 回秋に、補助監視地点（ 一般）1

は 年毎に 回秋に、重点監視地点は春夏秋冬の毎年 回、調査を実施します。ただし、3 1 4
ベンゾ ピレンのみ 年に 回、基準監視点の調査と合わせて実施します。(a) 6 1  

※ 要監視濃度：（ 水質 、底質 ）  0.5pg-TEQ/L  75pg-TEQ/ g  

環境基準値：（ 水質 、底質 ） の                ( 1. 0pg-TEQ/ L 150pg-TEQ/g 1/2) 
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◆ 内分泌撹乱物質に関する実態調査

（ １） 調査概要 
※国土交通省では、平成 年度から内分泌撹乱物質（ ） と して疑いのある物質に10

ついて、全国一級水系で継続的に調査を実施しています。  
内分泌攪乱物質については、平成 年度に、調査項目、調査頻度の考え方、それま14

での調査結果等を取りまとめた「 水環境における内分泌撹乱物質に関する実態調査結

果」 を作成し、以降はこれに基づき調査を実施しており ましたが、内分泌かく 乱物質

に関する新たな知見及び過去の全国実態調査を踏まえ平成 年に改訂しました。20  
平成 年の調査からは、「 内分泌かく 乱化学物質調査の考え方」（ 平成 年 月）20 20 4

に基づいて、以下の通り実施します。  

※（ ） 動物の生体内に取り込まれた場合に、本来その生体内で営まれている正常な

ホルモン作用に影響を与える外因性物質 

（ ２） 対象物質 
水質は 物質（ オクチルフェ ノール、ノニルフェ ノール、ビスフェ ノールＡ、6 4-t -

エストラジオール、エストロン、 、について調査を実施します。17β - o, p’ -DDT  
底質は、平成 年まで対象物質のベンゾ（ ａ ） ピレンを調査しておりましたが、平19

成 年からダイオキシン類とあわせて調査を実施することになり ましたので底質調20
査は実施しておりません。  
これらの物質を選定した理由については表 の通りです。-5-1  

表 調査対象物質及びその選定理由と重点調査濃度-3  

物質名 調査頻度
重点調査濃度

（ ）μ g/ L
選定理由

オクチル フェノール4- t- 0.496

ノニル フェノール 0.304

ビスフェノール A 0.4

エストラジオール17β - 0.0005

エストロン 0.0005

，o p’ - DDT 0.00725

等に示されている環境ExTEND2005
省の調査結果によると、ほ乳類には
明らかな内分泌か く乱作用は認めら
れなか ったが 、魚類に対しては内分
泌か く乱作用を有することが推測され
ており、 より新たに調査対象物質H20
とする。

水

質

調

査

年に 回6 1

（重点調査地点の
場合は年 回）1

等に示されている環境ExTEND2005
省の調査結果によると、ほ乳類には
明らかな内分泌か く乱作用は認めら
れなか ったが 、魚類に対しては内分
泌か く乱作用を有することが推測され
ている



（ ３ ） 調査対象地点及び調査頻度 
一級水系における、順流最下流の環境基準点（ 順流最下流に環境基準点がない場合

は最下流の環境基準点） に、河川の状況・ 特性から特に必要と考えられる地点を加え

て調査対象としています。  
このう ち、河川局が重点的に調査を実施する際の目安と して定めた重点調査濃度

（ 表 参照） を、過去の調査で超えた地点を重点調査地点と呼び、それ以外の地点-5-2
を一般地点と呼んでいます。  
調査頻度につきましては、「 内分泌かく 乱化学物質調査の考え方」（ 平成 年 月）20 4

により一般地点の調査頻度は、 年に 回として6 1 います（ 表 参照）。一方、重点調-5-1
査地点の調査頻度は毎年 回としていますが、重点調査地点は、連続 年で重点調査1 3
濃度を下回れば解除し、一般地点と同様の調査頻度に戻します。平成 年は、水質調20
査を 地点（うち重点調査地点は 地点）で調査を実施しました。3 3  

（ ４） 調査結果 
水質調査では調査対象物質のうち、エストロン 法 が清内橋（百間川）、小水呑橋（芦(LC/ MS )

田川）の の地点において検出されました。いずれの地点とも過去の調査結果から重点調査地点2
となっています。 

内分泌かく乱物質に関しては、現在まで生態系全般に対する影響が明らかになっておらず、環

境基準も設定されていませんが、生物の生殖等への影響が考えられていること及び社会の関心が

高いことから、将来的な対策等のためにデータの蓄積を図るため、今後も引き続き調査を実施して

いきます。

表 内分泌撹乱物質調査結果-4  

採水日

検出下限値→ 0. 0005

重点調査濃度→ 0. 0005

吉井川 吉井川 熊山橋 月 日11 20 ND

旭川 百間川 清内橋 月 日11 20 0. 00085

芦田川 芦田川 小水呑橋 月 日11 18 0. 00061

水系数合計 地点数合計 検出地点合計 2

重点調査濃度以3 3 上 2

調査地点合計 3

： 重点調査濃度を超えた値

ｴｽﾄﾛﾝ
法(LC/ MS/ MS )

μ g/ L水系名 河川名 調査地点名



江
の
川

高
津
川

吉
井
川

旭

川

高
梁
川芦

田
川

太
田
川

小
瀬
川

佐
波
川

山口県

広島県

島根県

鳥取県

岡山県

9

斐
伊
川

日
野
川

天
神
川

千
代
川

中海宍道湖 1 行徳2 小田
3 車尾

4 大津

5 桜江大橋

6 金地橋

13 新橋 12 両国橋

11 矢口川上流
10 小水呑橋

9 霞橋

8 清内橋

7 熊山橋

図 内分泌撹乱物質実態調査位置図- 3

調査対象地点

平成20年調査箇所


